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ガイア光触糠加エマスク素材の抗ウイルス試験

北環発 盪 _0023号

平成 21年 6月 25日

試験内容を公表する場合は、事前:、1当センターご)承‐諾が,こ、要です:

また、本攘告書議裁ゆ試験結果:ま供試品に対するものであり

黄口 (マ ツト)全体Ⅲ品質を証明するもt/‐ 7ではありません。
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北里環境科学センター

ウイルス感染価試験方法の説明

1試験方法 :イメージ図
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PBS:リン酸緩衝液 (リンゲル液 )
1 0rnl

PBS液でウイルスを流したり
10倍、100倍と薄めたりする。
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ウイルス :測定原液

PBS液で10倍ずつ簿め召。

1´04丁 CID50/ml

(計算式が有る)

感染価の減少について

・今回の試験で8時間後の試験結果では感染価4.7× 105と比較すると8時間後の
感染価5.05X102は試験開始時を0とすると10297=1.07/1000に なります。
つまり、0.107%に減少した事になり、コ己Jユ出E麗ン鐘菫L

・言い換えると今回の試験では8時間で99.89%のウイルスが不活化した事になります。

・不活化とは殺菌に相当する言葉です。以前は殺ウイルスと言つた事も有るとの事。

パッケージの記載に関して

・北里側ではグラフや表はそのまま載せてもらいたいとの事。

・グラフは指数を使用してもOK.。 波線で0基準から詰めても良いとの事。

ウイルス

以 上




